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の ものにとっても,非 常に重要な問題である。
このような広い意味での勤労生活の満足度の調査は,従 来のモラール調査
では行なわれなかった し,世論調査のような形で も行なわれなかった。著者
は,こ のような目的のために,勤 労者生活意見調査票,及 びその手引き(3)を
作製 し,訥 査を始 めた。 しか も,こ の調査票は,単 に意 見調査でな く,勤 労
者の主た る欲望の強度をその欲望の種類別に測定 しようとしたものである。
その第1回 の予備調査は,「 勤労者生活機測定の試み」 として 既 に 発表 し
た(2)。この検査が完成すれば,勤 労老の要求が,地 域社会単位で把握す るこ
とができるであろ う。勤労者の勤労意 欲,生 活に対す る満足度の問題は単に
一企業にだけまかせてお くべ き問題ではな く,そ の社会全体の問題 として考
え るべ きである。
研 究 仮 説
勤労者生活意見調査票が,い わば動機づけの検査 として用い られるために
は,妥 当性を決定す ることが好 ましい。一般にテス トは信頼度 と,妥当性が
要求 され るが,モ ラール調査に限 って,信 頼性の決定は可能で も妥当性の決
定は不可能 と考え られてい る。いわゆるモラール調査では,生 産性,出 勤率
な どか ら妥当性を推定できるとしても,十 分なものではない。勤労者生活意
「
見調査票が測定 しようとす るものは,い わぽ人間の中に内在す る媒介変数で
あ ったために,妥 当性の規準を求め るべき客観的測度がない。このために妥
当性は論理的に決定できない。
そ こで著者は,人 間の動機に操作的な定義を与 え,こ れを具体的行動に変
換 した。この点については,「 勤労者生活意見調査票の手引き」(3)を参照さ
れたい。 これによって,意 見調査票の内容そのものが,い わば妥当性がみ ら
れ るべ き客観的測度になってしまった。身長が垂直に立 った ときの人間の高
さと定義すれぽ,そ の高 さを測定す ることに よって人間の身長そのものが測
定 され るはずであ る。 しか し,人 間の身長が直接測定できない場合に,写 真
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を とった り,体重や胸囲か ら,身 長を推定す ることができよう。このような
推定値 と実測値の相関が妥当性であ るとすれぽ,身 長その ものは,妥 当性が
みられ るべき客観的測度である。身長そのものの妥当性は,1で あるとい う
表現 もできよう。 もちろん,身 長を6時 間以上横になっていた人の,身 体を
直線状にした ときのかか との底面か ら頭頂までの距離 とすれば,身 長はやや
長いものにな るだろう。定義に よって結果は異なる。
生活動機 も定義に よってその測定 され る内容や強度が異な るであろ うが,
定義そのものが大体実際的のものであ り,あ ま りの厳密性を要求すれば,研
究そのものが 不可能に なってしまう。 定義は実際的のもので あることがよ
いo
ところで,こ の生活動機の定義が果 して,実 際の使用に当 って不 自由のな
い程のものであるか どうかを決定す ることが必要である。これについては,
い くつかの方法が考えられるが,こ こでとられた方法は次のものである。
各動機をその定義 された客観的な場面にあ る人(集 団)に ついて測定す る
ことである。例えぽ,金 銭に対す る要求の動機であれば,賃 金の高い集団と
低い集団を比較 して,賃 金の高い方に金銭的な要求が強いか どうかをみると
か,賃 金 とその動機指数 との相関を計算す ることである。実際には,賃 金の
問題はそれほ ど単純な ものではないので,必 ず しもその方法は 用い られな
い。特に重要な問題 の一つに賃金だけが異な り,他 の点ではすべて等 しい よ
うな二つの集団を選 び出す ことは著 しく困難であるとい う問題がある。賃金
が高けれぽ年令 も高 く,職業 も違 う,能力 も違 うとい うことになる。
前回の調査では,同 一会社内で設備の異な る二つの課の比較をなし,これ
について労働条件,仕 事の質問項 目について有意の差を得た。ただ,有 意の
差が統計的に示 された質問項 目は よく,他はすべて調査票か ら除 くべきか と
い うと,1回 の調査だけか らは,そ の ような決定はされ るべ きではない。た
とえば,労 働条件は,多 くの職場において客観的に同 じであるとい うことが
あ りうる。客観的条件が同じで,回 答に差が生 じなければな らぬとい う理由
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はない。当然,条 件に よっては差 の生ず るべ き項 目は(た とえば,気 候 に関
す る項 目),数 回 の調査で,職 場間 に差が生 じないで も,残 してお くべ きで
あ る。
今 回は,自 己主張(昇 進)の 項 目を主な研究対象に し,そ の他,仕 事,労
働条件,家 庭 の項 目を比較す る。階層が高 くな るにつれ て,自 己主張性は高
くなるで あろ う(6)。階層 が上 がれば,生 活 の物質的 な満足 は高 くな り,自 我
に関す る要求が生ず るで あろ う。 したが って,自 己主張性 の要求は強 くなる
で あろ う。 このこ とはMaslOw(6)によって示 され てお り,著 者は この傾 向を
要求 の優性 の原理 と訳 した。
上記 の仮説 の検討のために,小 樽市 において,明 らか に上層 ・中層 ・下層
に属す る と思われ る三 つの職務 を選 び,こ れ を調査 した。 この よ うな方法に
よってす ら,モ ラール調 査では妥当性 の検討が され ていないのは,驚 くべ き
ことであ る。
調 査 方 法
方法の概要 デパー トの店員,ゴ ム靴製造工場の従業員,港 湾労働者の三
種の勤労者に,そ れぞれの職場において,勤 労者生活意見調査票を配布 し,
/
自宅において回答を記入 してもらい,翌 日 または 翌翌 日に 調査票を回収す
る。三つの職場の調査は38年10月か ら11月にかけておこなわれたが,調 査の
実施は全 く別 々におこなわれたので,以 下三つの調査の方法を職場毎に説明
す る。なお,配 布は小樽商科大学において産業心理学を卒業論文 として選ん
だ学生であ り,調査対象の企業はすべて小樽市内に所在するものである。
(f)デパー ト店員 小樽市内に三つあるデパ 一ートの中の一・つ。当然女子店
員が多いが,男 子に主眼をおいて調査 した。
調査 日 昭和38年11月23日,男子優先に100名に配布す る。なお,調 査票
には,矢 田部ギルフォー ド性格検査用紙が添付されてお り,これ も同時に記
入 してもらうように した。回収は翌 日,監督者を通 じて行なわれた。有効回
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収票は男子31名,女子21名であった。
(ロ)ゴム靴工場 小樽市内の代表的工場の一つ。 従業員数は全体で2,000
名を越 える。 女子従業員が主体である。 その一工場733名を 対象に調査し
た。
調査 日 昭和38年11月29日,休憩時間に直接工場内で調査票を配布する。
配布総数711名,回収は翌 日,及 び翌翌 日で,監 督者のところに 提 出 さ れ
た。簡単な放送が拡声器を通 じてされ,調 査票の提出が うながされた。有効
回収票は338票であったが,今 回の報告には,そ の一部の職場の従業員の結
果が用い られている。
の 港湾労働者 小樽港で労働に従事する労働者。数社に分れて所属 して
いる。移輸入出の船舶に対する荷上げ,荷 下 し作業に従 っている。
調査 日 昭和38年10月～11月,夏期休暇中に学生アルバイ トとして検数員
として作業をしたことのある学生が,一 人一人の労働者に対 して調査票を配
布す る。配布数約80枚,回 収は33枚であった。男子労働者のみを対象 とし
た。
調査の内容 勤労老生活意見調査票で,論 文の末尾に収録 してある。前回
用い られたものに,地 域社会の項 目を加え,更 にモラールの概念を拡げたも
のである。また,前 回の調査結果に よって,一 部の質問は訂正または更新 さ
れている。
質問項 目は100あり,お のおのの質問に対 して準備 された三つの答えの中
か ら一つを選ぶ方法をとっている。もちろん無記名である。100の質問項 目
は10に分類されている。それ らは,家 庭,仕 事,金 銭,同 僚,組 合,自 己主
張(昇 進),会社,労 働条件,上 司,地 域社会であり,こ の順で10問おきに
配列 されている。詳 しくは著者の文献を参照されたい(2)(3)。
結 果
標本構成 研究仮説が階層の違いを問題にしているために,当 然三種の職
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場はそれぞれの階層において代表的な職場でなければな らない。実際にはゴ
社会階層 とは何か,い かに してある階層に属するかを決定 しうるか,な ど,
階層決定には問題が多い し,実際に所属階層が決定 された としても,そ れぞ
れについて,一,二 の企業についてのみ調査 したのでは統計上問題がある。
調査された企業が,た またま経営管理が うまくいっていな くて,モ ラールが
低ければ,そ れは所属階層に よってモラールが低いのではない。要するに調
査計画特にその標本の選択に当っては,統 計学的考慮がなされ るのが当然で
ある。
しか し,特 定の市町村を選んで上記の研究をする場合,統 計上必要なサ ソ
プルノ特に十分な企業の数は得ることができない。調査を しようとしても応
諾 しない会社 もあるし,会社企業の絶対数 も少ない。そ こで、ここで用い ら
れた方法は,い わゆる常識的にいって この小樽市で典型的な職業を選ぶ とい
うことであった。 より厳密には,こ の常識を知 るために,小 樽市民につい
て,ど の職業が どの階層に属するかの世論調査をすべ きであったろ う。
いずれにせ よ,選 ばれた結果は,第1表 のとお りである。
第 で表 標 本 構 成
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標本の性質か ら,男女は全 く別 々に とりあつかわねぽな らぬことは明 らか
である。
男の港湾労働者は,い わゆる戸外の重労働であり,ご く一部にダルマ船の
船長などがいるとしても概 して苦 しい,肉 体的職業 と考え られる。 検数員
は,積 荷の運搬に際 して積荷の員数を数 える係 りであ り,船内員は,運 搬船
の船長,船 員である。作業員は多 く陸上の作業で,2名 のフォークリフ ト運
転手などを含め,い わゆる人夫,運 搬員である。この職場にいる労働者は,
最下層 とはいえな くても,危 険もともな うし,低 い階層の代表 として選ばれ
た。
ゴム靴工場の男性の労働 も決 してきれいな仕事ではない。また,平 均収入
は港湾労働者のもの と違いはないが,身 分上の安定,大 きな工場,立 派な設
備,小 ぎれいな作業服等か ら,まず中流の労働者 と考え られたものである。
デパー トの店員,上 層 としては,も ちろん他の大企業の支店従業員,職 員
がいるが,転 任の機会の少ない土着の職業 として,こ のデパー トを選んだ。
小ぎれいな仕事で,ホ ワイ トカラーに属 し,社 会的にもある程度の地位が認
め られ,収 入 も他に比較 して高い。ただし,表 に記されている平均収入は,鴨
僅か4名 の記入に もとついた ものであるので,信 頼は しがたい。いずれにせ
よ。最上層 といえな くても,勤労者 としては,ま ず上層に属する。
女子の勤労者は,ゴ ム靴工場 とデパ ー トのみ で ある。ゴム靴工場の女子
従業員の うち特に重要 と認め られている仕上げの工程にあるものと,J・cと
書かれているものを選んだ。」・Cはジャッキ イといわれる職務で,流 れ作業
に よって回って来るゴム靴に順次単純な加工をほ どこしてい く工程に従事す
るものであり,これ も,こ の工場における代表的職務である。同一工場内で
作業 しているために,作 業服,設 備等は同一である。しか し,前者 の職務の
方がより重要であるとみなされている。いずれ も中流層であろ う。
デパー トの店員は,女 子の勤労形態 としてはまず,こ の土地では上位の部
類に属するであろう。もちろん銀行などもあるか ら,最 も高い職務 とはいえ
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ないであろ う。収入は,ゴ ム靴工場の勤労者に比較 してかな り高い。
結果の推定 以上のような標本が得 られたな らば,研 究仮説 らいか なる推
定が成立するであろ うか。
予測① 物質的条件の満足にしたが って,自 己主張性が高まるであろ うこ
とか ら,物質的条件,収 入の比較的悪い,港 湾労働者が 自己主張性が最も低
いであろ う。収入,条 件 ともに良いデパー トの店員は,自 己主張性は高 くな
るであろ う。ゴム靴工場の男子従業員はその中間に来るであろ う。女子の場
合は同 じことが認め られ るであろ うか。 この点の 理論的 な 予測はで きない
が,常 識的にいって女子は男子 と異な り一生その職につ くとい う場合が少な
い し,家 庭に重点をお くと考え られるか ら,この傾向は女子の場合には男子
の場合よりもはっきりしないものになるであろ う。Maslowの優性の原理か
らいって も,物 質的満足があれぽ,家 庭への傾向が強 くなると考え られ る。
従 ってデパー トの店員の方が,製 靴工場の女子勤労者 よりも家庭の項 目の得
点は高いであろ う。
予測② 上記のことに含 まれているが,労 働条件の項 目は,下 層が悪 く,
.」よ層が良 くなければな らない。金銭的要求は,同 様に下層が強 く,上層が弱
くなければ な らない。
そ の他 いろいろの推定 がで きるが,そ れは考 察の部分で のべ る ことに しよ
う。
結 果の統 計 調 査票回収後,直 ちに分類整理 してお く。特に課 別,職 務別
の分類 に重点 をおいた。先に有効 回収票 と述べ たのは,未 記入回答が,5個
以下 であ るもので あ り,6以 上 の ものは,統 計か ら除外 した。 なお,切 半法
に より信頼 度を算 出 したが,Spearman-Brownの修正式 に よって,0.865を
得た。ただ し,先 の標本合計218名よ り,ラ ソダムに100名を抽出 し,そ の
100名に よって 信頼 係数を算 出 した。
主 な結果 は,第1図 よ り示 され てい る。
男子F一 検定 の結果,有 意 な差を検 出で きなか ったのは,家 庭,同 僚,地
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域社会のみであ り,他 はすべて1パ ーセ ント以下の危険率で差は有意である
と認め られた。結果の推定①の予測す るように,自 己主張性は,デ パー トと
ゴム靴工場の従業員が高い。ただ上位の二者の間にほ とんど差がない。予測
② については,金 銭,労 働条件 ともに,上 層ほ ど満足 してお り,予測 した方
第1図 男 子 動 機 指 数
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向を示 している。 したがってほぼ予測は成功 した といえるであろ う。このほ
か,示 された顕著な事実は,仕 事,同 僚,会 社,上 司の4つ の項 目がいずれ
も,上 層の勤労者ほ ど良い態度の得点 となっていることである。組合の項 目
についてはこの傾向が逆転 している。また,全 体 としては,金 銭 と労働条件
に対する不満が他の項 目に比べて強い傾向がみ られ る。
女子 女子は予測①は完全には成立 しなかった。家庭の項 目は有意な差が
見出されなかったためである。 しか し,自 己主張性には差がみ られないだろ
うとい う予測は成功 した。予測② 金銭の面ではデパー トの店員の傾向はよ
く予測 と一致するが,労 働条件の方は,逆 に,デ パー トの店員に不満が強か
った。これが,恐 らく,家庭に対す る態度に関する予測を狂わ してしまった
一つの原因であろ う。女子が有意な差のみ られなかった項 目は,家 庭 の ほ
か,組 合,自 己主張である。地域社会について有意な差が検出されたのは,
男性 と異 っている。デパー トの店員は全般に靴工場の仕上げ工 よりも悪 く,
よい態度が表わ したのは,金 銭,同 傾,地 域社会があるにす ぎない。この意
味で,こ のデパー トの女子店員は,上 層の代表 として典型的であるとはいえ
ないか もしれない。
男女の比較 男性女性の違いが比較的厳密にで きるのは,同 一企業内にお
いてである。この比較 とても,職 務,収 入,年 令が男女によって異なるのだ
か ら,色 々な意味を含めての男女の違いであることに留意 しなければな らな
いo
予測①か らいって,男 性の方が女性 よりも自己主張性が強い とい う点が示
されねばな らぬが,デ パー ト,ゴム靴工場 ともに この予測は成立 し,男 子の
方が自己主張性が高い と認め られた。 しか し,両 職場 とも家庭については男
女差が認め られなか ったので,女 子の興味が家庭に向 くとい うのは認め られ
なか った。この点,既 婚者,未 婚者によっても違いがあろ う。今回の研究で
はこの点の分析のためには十分資料がない といわなければな らない。このほ
か,共 通 して男女間に有意な差の示されたのは,上 司に対する態度で,い ず
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れ も男性 の方が 良 くなってい る。女子に対す る監督 は余程 の注意を要す る と
考 えね ぽな らない。 なお,同 僚間 も女子 の方が悪 く,人 間 関係は,亀女 子 は
悪い と推定 され る。 これは多 くの研究結果 と一致す るが,最 近の 研 究 で は
Hulin及びSmithの 結果 と一致す る。(5)
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全体 として,デ パー トには作業条件に問題があ り,ゴ ム靴工場 では 賃金
に,港 湾労働者は,賃 金 と労働条件の両方に問題がある と見 られる。細かい
点については,各 質問に対する回答率で検討 しなければな らぬ。また,生 活
動機のテス トとして使用するための各質問の検討をするために,斉 質問に対
第2表 男 子 動 機
家 庭 仕 事 金
薯馴 港 湾け ム1芳・一愕 馴 港 湾iゴ ムi弥一 幅 馴 港 湾
(1)
(11)
(21)
(31)
(41)
(51)
(61)
(71)
(81)
(91)
45.5
15.1
42.4
一33 .3
15.1
36.4
一24 .2
36.4
72.7
27.3
37.9
24.4
56.8
-35.1
21.7
46.0
-5 .4
35.2
51.4
-16.2
75.0(2)
3.2〈12)
71.9(22)
-37.5(32)
43.8(42)
65.7(52)
-43。7(62)
46.9(72)
84.4(82)
-6 .2(92)
一6 .1
27.3
48.5
一9 .1
15.1
一57 .6
60.6
3.0
48.5
6.1
一8 .1
40.6
40.6
10.9
37.9
一一32 .4
75.7
59.5
64.9
40.6
9.4
65.7
81.3
9.4
53。2
一40 .6
84.4
75.0
59.4
43.8
(3)
(13)
(23)
(33)
(43)
(53)
(63)
(73)
(83)
(93)
一33 .3
24.2
-21 .2
-9 .1
-45 .5
-45 .5
-・-18.2
-24 .2
-27 .3
-18 .2
合 計117・gl・,・713・ ・4合 計ll3・633・ ・144・1合 計i-21・8
自 己 主 張 会 社 労 働
讐馴 港 湾 レ ム1デパー 催 馴 港 湾1ゴ ム1デパー帳 馴 港 湾
(6) 一69 .7 一16 .2 一15.6(7) 0.0 29.8 9.4(8) 一72 .7
(16)一24 .2 40.6 53,2(17)一21 .2 27.1 25.0(18)一39 .4
(26)27.3 64.9 50.0(27)33.3 56.8 59.4(28)一36 、4
(36)一12 .1 24.4 37.5(37)30.3 73.0 78.2(38)一72 .7
(46)一24 .2 16.3 37.5(47)12.1 8.2 40.7(48) 9.1
(56) 9.1 32.5 一25.O(57) 48.5 56.8 84.4(58)一33 .3
(66)一9 .1 一8 .1 2L9(67) 51.5 70.3 90。7(68) 一54 .5
(76) 12.1 32.5 40.7(77)一3 .0 32.5 59.4(78)33.3
(86)一33 .3 一2 .7 56.3(87)一45 。5 一27 .0 一59.3(88) 一15 .1
(96)一30 .3 一29 .7 一3L2(97) 24.2 56.8 84.4(98)33.1
合 計1-15・5115・5122・5合 計113・ ・i38・4い7・ ・ 合 計1-24・8
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す る応 答率 の分析が必要で あるので,次 に第2表 よ りこれを示す 。表 中動機
得 点 とあるのは,反 応(イ)に+1点,(ロ)に0点,Qx)に一1点 を与 えて各問毎 の
合計点を各集 団毎 に算 出 し,こ れ を各集 団の人数で割 り100倍した ものであ
る。
得 点 (イー ハ ×100N)
銭 同 僚 組 合
ゴ ム ト ト 墓馴 港 湾 レ ム1・i・'・…一ト 讐馴 港 湾 ゴ ム1芳 ・一 ト
一2.7
46.0
-2 .7
-10 .8
-13 .5
-59 .4
2L7
-5 .4
-21 .6
-27 .0
一28 .1
62.5
21.9
9.4
18.8
一15 .6
75.0
3.1
9.4
9.3
(4)
(14)
(24)
(34)
(44)
(54)
(64)
(74)
(84)
(94)
18.2
9.2
27.3
-33'.3
33.3
3.0
-24.2
3.0
-18.2
24.2
40.6
16.3
37.9
一10 .8
19.0
2。8
56.8
10.9
24.4
64.9
56.3
3L3
71.9
3.1
34.4・
31.3
56.3.
21.9
21.9
31。3
(6)
(16)
(26)
(36)
(46)
(56)
(66)
(76)
(86)
(96)
27。3
42.4
-9 .1
-15 .1
-15 .1
-33 ,3
30.3
3.0
51.5
66.7
一18 .9
40.6
5.5
-一24.3
-5 .4
-45 .9
24.4
-2 .7
32.5
37.9
9.4
-6 .2
-21.8
-53.1
-43.3
-34.3
56.3
0.0
46.9
31.3
一7 ・5114・1合 計111・2126・3135・4合 計i14・gl4・41-1・5
条 件 上 司 地 域
1
ゴ ムiデパー ト 審馴 港 湾 け ム1デパー 幅 馴 港 湾 レ ム1デ・・一ト
一72 .9 一28.1(9) 0.0 43.3 9.4(10) 9.1 32.5 40.7
56.8 62.5(19)3.3 27.1 37.5(20)33.3 32.5 53.2
一13 .5 3.2(29)18.2 59.5 2L9(30) 39.4 40.6 12.5
56.8一56.2(39) 27.3 4・8.7 37.5(40)一15 .1 0.0 一15 .6
19.0 一12.5(49) 一9 .1 46.0 34.4(50)42.4 89.2 62.5
10.9一78.1(59) 一30 .3 43.3 一15.6(60) 42.4 62.2 90.7
ノ
8.2 一15.6(69) 18.2 48.7 50.0(70)6.1 10.9 37.5
10.9 46.9(79)一15 .1 27.1 9.4(80)30.3 8.2 50.0
10.9 一21.8(89) 一36 .4 0.0 一3 .1(90) 6.1 21.7 28.2㍉
32.5 37.5(99)一3 .0 40.6 25.0(100)9.1 5.5 12.5
11・gl-6・2合 計1-3・ ・138・412・ ・7合 計12・ ・313・ ・3137・2
^ト'
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男子については,全 体 として階層に よる傾向が明瞭なので,質 問項 目の分
析,妥 当性の検討に有効であろ う。女子の場合は,J.c.と仕上げの比較に
重点をお くべ きであろう。また,参 考のために,ゴ ム靴工場において調査さ
れたが,今 回は主たる研究対象か ら外された他の女子従業員を加えたゴム靴
第3表 女 子 動
家 庭 仕 事 金
暮馴J・cl仕 上1デ・・一 ト 審馴J・c仕 上1デ ・・一 ト 暮馴 J.c
(1) 5.0 29.3 17.4 (2) 一4・1 .6 一19 .5 一4 .3 (3) 一28 .3
(11)51.7 51.6 一8 .6 (12) 31.7 70.8 8.7 (13)55.0
(21) 43.4 58.6 39.2 (22) 10.0 41.5 52.2 (23)一28 .3
(31)一20 .0 一17 .0 一43 .4 (32)一36 .6 一24 .3 一8 .6 (33) 10.0
(41) 23.4 2.5 34.8 (42)一38 .3 14.7 一52 .1 (43)一45 .0
(51) 18.4 39.1 34.8 (52)一28 .3 0.0 一26 .0 (53)一40 .0
(61)一5 .0 7.4 0.0 (62)43.4 83.0 65.3 (63)21.7
(71) 8.4 19.6 13.1 (72)20.O 53.7 60.9 (73)一8 .3
(81)53.4 46.4 78.3 (82)26.7 48.8 26.1(83)一45 .0
(91)一33 .3 一24 .3 一30 .4 (92)一10 .0 19.6 21.8 (93)一28 .3
合計114・512L8113・5 合 計i-2・3i28・8114・4 合計 ト13・6
自 己 主 張 会 社 労 働
審馴J・ci仕 上1デパー幅 馴J・c[仕 上1デパー幅 馴J・c
(6)
(16)
(26)
(36)
(46)
(56)
(66)
(76)
(86)
(96)
一60 .0
-46 .6
30.0
-6 .6
-55 .0
1.7
-8 .3
8.4
-63 .3
23.4
一75 .6
-31 .7
26.9
-7 。3
-34 .1
-14 .6
-17 .0
12.2
-85 .3
0.0
一82 .6
-13 .0
26.1
-52 .1
-39 .1
-17 .3
-8 .6
26.1
-65 .2
-8 .2
(7)
(17)
(27)
(37)
(47)
(57)
(67)
(77)
(87)
(97)
6,7
10.0
一一41 .6
21.7
一一15 .0
40.0
30.0
一25 .0
--45 .0
3。4
22.0
29.3
14。7
26.9
9.8
5L3
65.9
14.7
一24 .3
36.6
一8 .6
0.0
-47 .8
17.4
-21 .7
74.0
69.6
8.7
-78 .2
30.5
(8)
(18)
(28)
(38)
(48)
(58)
(68)
(78)
(88)
(98)
一68 .3
21.7
-33 .3
25.0
-3 .3
-21 .6
-21 .6
-30 .0
23.4
6.7
合 計1-17・61--2・・6-23・4合 計1-i・51247144合 計 一1・1
(注)合 計は動機指数と同 じ。
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工場の女子の回答全体の動機得点及び動機指数を論文末尾に付け加えた。
考 察
この研究の主題である階級性 と勤労意欲,生 活動機の関係については,既
楼 得 点
銭 同 僚 組 合
仕 上 デパ ー ト 審馴J・c仕 上1デ・・一 ト
1
暮馴J・cl仕 上iデ・嚇
一26 .8 一30 .4 (4) 8.4 29.3 39.2 (5) 一20 .0 一7 .3 一13 .0
51.3 91.4 (14)一3L6 一43 .9 0.0 (15)一1 .6 29.3 一4 .3
一26 .8 8.7 (24)53.4 36.6 39.2 (25)26.7 26.9 一17 .3
一7 .3 17.4 (34)一31 .6 一58 .5 一4 .3 (35)一66 .6 一63 .4 一73 .9
一17 .0 4.4 (44)16.7 31.8 4.4 (45)一13 。3 一21 .9 一47 .8
一26 .8 一34 .7 (54) 5.0 一19 .5 一17 .3 (55)一56 .6 一73 .1 一91 .3
7.4 47.9 (64)46.7 17.1 39.2 (65)23.4 48.8 52.2
一14 .6 一13 .0 (74) 1.7 2.5 8.7 (75)一16 .6 2.5 8.7
一17 .0 26.1 (84)一40 .0 一4 .8 一8 .6 (85) 11.7 12.2 47.9
一7 .3 一8 .6 (94)71.7 56.1 69.6 (95)41.7 46.4 52.2
一8 ・511・ ・9 合 計11…14・7117・ ・ 合計1-7・11…[-8・6
条 件 上 司 地 域
仕 上 デパ ー ト 審馴J・cl仕 上1デ・・一 ト 讐馴J・cl仕 上1デ・　 ト}一
一58 .5 一39 .1 (9) 一5 .0 26.9 一21 .7 (10)一1 .6 9.8 39.2
56.1 60.9 (19)一26 .6 7.4 30.5 (20)1L7 46.4 69.6
一2 .4 4.4 (29) 13.4 46.4 一4 .3 (30)一1 .6 48.8 0.0
48.8 一78 .2 (39) 5.0 24.4 一21 .7 (40)一6 .6 2.5 一47 .8
17.1 一21 .7 (49)一13 .3 9.8 一13 .0 (50)51.7 70.8 60.9
一14 .6 一78 .2 (59)一2L6 2.5 一52 .1 (60) 5.0 22.0 43.5
一63 。4 一47 .8 (69) L7 39.1 17.4 (70)10.0 7.4 13.1
一7 .3 65.3 (79)一25 .0 12.2 0.0 (80)16.7 46.4 47.9
36.6 一21 .7 (89)一63 .3 一65 .8 一73 .9 (90)一8 .3 一17 .0 一17 .3
19.6 47.9 (99)一5 .0 12.2 0.0 (100)一10 .0 一17 .0 一30 .4
3・2ト1・ ・8 合 計1-14・ ・111・51-13・9 合 計16・7122・ ・117・9
1
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にかな り述べてきた。収入 もよ く,環境条件 もよい職業では,自 己主張性高
く,収 入,労 働条件へ の不満 は少 ない とい うことは,ほ ぼ認 め られ た。ただ
し,企 業 の数がひ とつずつ とい うよ うに少ないた めに,単 に方 法論 を示 した
にす ぎない と見 られ るか もしれ ない。論題 もこのた めに,「 小樽市におけ る
勤労 者生活意見調 査」 とした ので ある。けれ ども,仮 説が否定 されなか った
とはいい うる。 この よ うな調査を続け てい くな らば,次 第に仮説は証 明 され
てい くで あろ う。
次に,こ の調 査は,生 活動機 テス トの標準化 の意味を もってい るわ けであ
るが,こ の面か ら考察 してみ る。最 も大 ざっぱにい って,集 団間に有意 な差
が一件 もみ られ なけれ ば,そ の定義 の妥当性 を疑わせ る もので ある。今 回の
調査に限 って も,家 庭及 び組合 の尺 度に階層間 の有意 な差が見 出され なか っ
た。組合については,男 女間に5%の 危険率で差が ある とみ られ る場 合が あ
るが,十 分な もの とはいえないで あろ う。家庭につい ては,1件 も有意 な差
がみ られ ない。 この点 を一層詳 し く考 察す るた めに,質 問毎 の反応率 を見 る
ことが必 要であある。第2表 及 び第3表 に よって結果をみ る と,家 庭 の項 目
中,質 問(11),(31),(61),(91)は階層が上 るにつれて得 点が よくなる と
い う傾 向を示 していない。時には逆 の傾向 さえ見 られ る。 もち ろん,職 業 の
特殊性か ら,こ の種 の逆 転の傾 向が生れ る と考 え られ る とき もあろ う。た と
えば,質 問(11)の よ うに デパ ー トの職 員は まっす ぐ家へ 帰 らぬ ことが多 い
で あろ う。 もち ろん,階 層が上 ったか ら,家 庭に対 す る態度が よ くなる とい
うよ うな前提 はな され るべ きでは ない。 しか し,こ の よ うな質問項 目は除い
た方が安全 とい うべ きで あろ う。 このため,質 問(11),(31),(61),(91)
は現在修正 され ている。従 って,先 に家庭に対す る態度が女子 の方が よ くな
るだ ろ うとい う仮説が証 明され なか ったの も,こ の尺 度に問題 が あったのか
も しれ ない。
組 合につ いては,階 層 の下 の方 がむ しろ熱心で ある とい う傾 向 が み られ
る。 この傾 向は統計的にい って,有 意 で ある とはいえないが,む しろ当然 と
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いえる傾向なので,こ の傾向に反する質問項 目を探す と,(65),(75)がそ う
である。現在,(65),(75)はやや修正 されている。また,自 己主張性には有
意の差が見出されたのだけれ ども,(56),(66),(96)は,同様の理由で不適
当な質問 とされたために変更されている。このほか,質 問(8),(19),(44),
(47)が同様の理由で 修正された。 この ような方法で 項 目を改変す るとい う
のは厳密なものではないが,標 準 となるものがないモラール調査などの場合
止むを得ぬ方法であろ う。
第3に,今 回の報告で 副次的に 解明された い くつかの 理論的問題をのべ
る。最近,仕 事が単純化され,勤 労者の職務に価値感がな くなっているので
はないか とい う疑問がある。(1)明らかに単純な仕事程,仕 事に対する態度は
よくない。この点を最 も直接聞いている質問(22)をみると,デ パー ト店員
が良い態度を示 し・女子では仕上げもよい。 これに関連 して(12)では,港
湾労働の仕事が単純であきる といわれるのは当然 としても,デ パー トの女子
店員もそ う考えているのは注 目に値する。このデパー トは,女 子店員に対 し
て,あ まり仕事への期待 とか 責任をもたせて いないのであろう。 欲求不満
は,単 純な仕事 と同様に,地 位の低い下層な職務にある人 々か らも生ずるで
あろ う。最近Pymが このことを明 らかに している。(7)今回の調査では,直
接欲求不満を測定 しようとする試みはなされなかったが,仕 事,対 人関係の
不満は直接その項 目で測定できるであろうし,ま た家庭,上 司,地 域社会 と
いった面に反映 されていると考え られ る。したがって,下 層の職務にある者
ほ ど,これ らの項 目に対 して悪い態度を持っていなければな らぬであろ う。
この傾向は家庭では確かめ られなか ったが,他 の項 目ではかな りはっき り認
め られている。J.cの地域社会の態度が良 くないのは,こ の意味で興味深い
ものがある。
また,前 回の報告で示されたように,家 庭 と仕事,同 僚,会 社,地 域社会
の項 目は,階 層の上のものほ ど良い態度を示 してお り,相互の高い相関を予
想 させる。また前回に述べた,労 働条件及び上司が会社に対す る態度を条件
一138-一 商 学 討 究 第15巻第4号
づけるだろ うとい う説は,今 回の調査でも多少の違いはあるが,ほ ぼ認め ら
れ よう。労働条件,上 司に満足 している職場は,会 社に対する態度もほぼ良
くなっている。
第4に,こ の調査までは小樽市内の企業のみが調査の対象になったので,
地域社会についての態度を測定す る尺度の妥当性がみ られていないが,小 樽
市 としての反応傾向の特徴がみ られるであろ うか。
まず地域社会の得点をみると,いずれ もよい得点を示 している。北海道の
中で小樽の気候は,確 かに良い方であるが,(10)の気候に関す る質問に対 し
て(イ)の良い と答えた ものが,デ パー ト全体で約50%である,靴 工場全体で約
20%,港湾労働者で27%にす ぎない とい うことは,驚 くべ きことであろ う。
住みやすいか どうかについても(20),デパー トで63.6%,ゴム靴工場で34.8
%,港 湾で45・5%がすみ易いと答えている。 比較的不満の 多いのは,文 化
的,娯 楽的施設(40)である。土地に対する一体感もあまり高い とはいえな
い。地域に対す る満足感は,職 業,年 令などに よってかな り異 っていると思
われるが,土 地の文化的,娯 楽的施設が不足であるとい う点が,若 い年令層
に とって重要な問題であ り,これが労働力の流出の原因となるであろ うとい
うことは容易に想像がつ く。地方都市が労働力の不足になやむ とすれば,そ
の対策は単に賃金を高 くする とい うことだけでな く,そ の都市全体が,誇 り
の もてるような文化的都市で,同 時に娯楽の面でも十分魅力のある都市にな
らなければ な らないであろう。 労働人口の確保は,極 めて当然の ことなが
ら,既 に個々の企業の問題だけではな くなっているのではないだろうか。
結 語
社会階層 とモラールの関係について建てた仮説は,こ の限 られた調査の範
では,一一応証明されたといえるであろう。なお,上 層,中 層,下 層とい うよ
うに使われた階級名は,勤 労者階級の中での相対的な位置を示 しているのみ
で,実 体的な階層を 指 しているのではない。 もちろん,社 会全体の中での
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、
上,中,下 層のことではない。結果をまとめると,
(1)上層程,労 働条件,金 銭に満足 してお り自己主張性が強い とい う結果
がでた。
(2)全体 として生活動機テス トとしての妥当性が証明されたが,一 部修正
すべ き質問 も発見された。
(3)動機づけ,欲 求の理論的問題に もい くつかの解答を与えた。,Maslow
の優性の原理は肯定 された し,モ ラールの欲求不満による解析 も有望である
と考 え られた。
(4)小樽市に対する 地域的な満足度は,全 体 として かな り高いが,文 化
的,娯 楽的施設の面で問題があった。
最後に本研究に協力 したゼ ミナール学生諸君に感謝 の意を表す る。特に,
港湾労働者の実際の調査に当った寺田健一君,及 びデパー ト店員の調査を し
た伊藤昌孝君にお礼を申上げ る。なお,結 果の集計は主に小樽商科大学計算
セ ンターの電子計算eCOKITAC-一一5090A型に よってなされた。
References
(1)Argyris,C.,PersonalityandOr8ani■ation,NewYork:Harper,1957.
(2)馬 場 道 夫 勤 労 者 生 活 動 機 測 定 の 試 み 小 樽 商 科 大 学 「商 学 討 究 」第14巻 第14
一号1964年2月69～92頁 。
(3)馬 場 道 夫 勤 労 者 生 活 意 見 調 査 票 の 手 引 き 地 人 書 館 昭 和39年 。
(4)Centers,R・,ThePsツchologyofSocialClasses,Princeton:Princeton
UniversityPress,1949.
(5)Hulin,c・Landsmith,P・c・,sexDifferencesinJobsa七isfac七ion,∫our・
ApPI・.llSychol・,1964,voL48,PP・88--92・'
(6)Maslow,A.H.,MotivationandPersonality,NewYork:Harper,1954.
(7)Pym,D.,AStudyofFrustrationandAggressionamongFactoryand
OfficeWorkers,Occup.Ps夕chol.,1963,vo1.37,pp.165～179.
(8)Warner,W.L..Meeken,M.,andEells,E.,SocialClassinAmerica.Chicago:
ScienceResearchAssociates,1949.
(9)Whyte,W.E,1吻 吻anamotivation,NewYork:Harper.,1955.
一140一 商 学 討 究 第15巻第4号
第4表 ゴム靴工場女子従業員動機指数及び動機得点(N=3〔A)
質問
番号
(1)
(11)
家 庭
(21)
曜
(31)
(41)
(51)
(61)
(71)
(81)
(91)
動機i
指数
?
?
?
?
(6)
(16)
(26)
(36)
(46)
(56)
(66)
(76)
(86)
(96)
動機
指数
6.3
45.4
42.8
一20 .3
7.0
19.1
15.2
13.5
56.3
一22 .0
16.3
自己主張
一62 .1
一30 .9
36.2
8.8
一38 .1
1.7
8.5
10.9
一62 .1
14.5
14.7
質問
番号
(2)
(12)
(22)
(32)
(42)
(52)
(62)
(72)
(82)
(92)
動機
指数
?
?
?
?
(7)
(17)
(27)
(37)
(47)
(57)
(67)
(77)
(87)
(97)
動機
指数
仕 事
一23 .6
39.9
30.0
一27 .3
7.2
一22 .3
61.2
28.7
31.6
0.4・
11.1
会 社
11.6
14.2
7.8
24.1
2.4
44.8
53.0
7.2
一39 .8
20.1
11.5
?
?
?
?
(3)
(13)
(23)
(33)
(44)
(54)
(64)
(74)
(84)
(94)
?
?
?
?
?
?
?
?
(8)
(18)
(28)
(38)
(48)
(58)
(68)
(78)
(88)
(98)
動機
指数
金 銭
一29 .9
47.4
一29 .2
3.7
一40 .4
一30.2
9.3
8.2
一31 .5
一15 .7
一12 .5
労働条件
一57 .2
35.6
一17 .7
30,0
15.2
一12 .5
一25 .0
一19 .0
25.0
13.9
1.2
?
?
?
?
(4)
(14)
(24)
(34)
(44)
(54)
(64)
(74)
(84)
(94)
動機
指数
同 僚
17.2
一43 .7
42.2
一39 .1
23.1
4.2
32.0
3.0
一一・27 .9
61.2
6.4
?
?
?
?
(9)
(19)
(29)
(39)
(49)
(59)
(69)
(79)
(89)
(99)
?
?
?
?
上 司
4.7
一13 .1
14.2
3.7
5.5
一11 .5
18.5
一10 .5
一64 .1
1.0
6.3
?
?
?
?
(5)
(15)
(25)
(35)
(45)
(55)
(65)
(75)
(85)
(95)
動機
指数
質問
番号
(10)
(20)
(30)
(40)
(50)
(60)
(70)
(80)
(90)
(100)
動機
指数
組 合
8.8
10.9
23.4
一59 .8
7.8
一58 .8
23.7
3.6
19.1
42.2
2.0
地 域
1.9
17.8
15.8
3.2
61.6
8.9
0.0
29.7
5.5
一28 .2
9.5
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勤 労 者 生 活 意 見 調 査 票
◎ 注 意
この調査票を読まれる前に,まず別紙の回答用紙をごらん下きい。 必要事項を記入の
上,再 びこの調査票にもどって下さい。
◎ 回答についての注意
次に100の質問があ ります。 質問にはそれぞれ(a)(ロ)のの3つの答が用意してあります
か ら,その3つ の中でもっともあなたの考えや行動に近いものの答えを選んで下さい。
答えは回答用紙の同 じ質問番号の同 じ答えの記号に○をつけて記入します。
あなたの姓名は記入しませんし,こ の調査結果を勤務成績の参考にすることは決 して
あ りませんか ら,楽な気持で記入して下さい。
(1)出 勤するだけで疲れることがありますか。
α)ほ とんどない(ロ)と き ど き?9い つ も
(2)仕 事を しながらほかのことを考えたり,話したりすることがあ りますか。
α)ほ とんどなし(ロ)と き ど き の い つ も
(3)あ なたの給与は同 じ職場の人の中でどの くらいのところにありますか。
α)比較的高い(ロ)中 位 の 比較的低い
(4)同 僚の間でけんかや口論をすることがありますか。
α)全 くな い(ロ)た ま に の た び た び
(5)組 合幹部を信頼 していますか。
α)非常に信頼する(ロ)や や信頼する の あまり信頼 しない
(6)ク ラブやサークル活動の リーダーになることに興味がありますか。
(7)
(8)
(9)
(10)
(11)
(12)
α)大 いにある(ロ)多 少 あ る の
管理職幹部(社 長重役など)を信頼 していますか。
α)非常に信頼する(ロ)ほ ぼ信頼する の
現在の労働時間についてどう考えますか。
α)短 い ㈲ 丁 度 よ い の
あなたの上役は部下の意見を聞きますか。
α)よ く聞 く ㈲ 多 少 聞 く の
この地方の気候をどう思いますか。
α)良 い(ロ)特 に感 じない ㈲
終業後まっす ぐ家に帰らないことがありますか。
α)ほ とんどない(ロ)と き ど き ㊨
あなたの職務が簡単であきてしまうことがありますか。
α)ほ とんどない(ロ)と きどきある ㊨
な い
信頼しない
長 い
聞 か な い
悪 い
非常にたびたご
い つ も
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(13)たいていの家に あ るものな ら,あ なた の家にあ りますか。
④ だいたい あ る ㈲ 少 な い ④ 非 常に 少ない
(14)同僚 と酒 を飲 みに行 った り,旅 行 や ゲー ムを しに行 くことがあ りますか。
そf)かな りよ くあ る(ロ)と き ど き の ほ とん どな し
(15)あなたの麦持 す る政党 は何 ですか 。
α)革 新(ロ)わ か らない の 保 守
(16)勤め先 で人を指導 す る ことに興 味が あ りますか。
α)あ る(ロ)少 し あ る ㊨ 全 く な い
(17)あなた は勤務先 ので き ごと,状 況につ い て十分知 らされ てい ますか。
(18)
(19)
(20)
(21)
(22)
(23)
(24)あな たは同僚 が病 気 の とき,見 舞 に行 くことがあ りますか。
(25)
(26)
(27)
(28)勤務先 では スポ 一ー・ッや娯楽施 設 のために費用 を出 して くれ ますか。
(29ゲあなたの上役はあなたの仕事ぶ りについて十分注意をはらってくれ ますか。
(30)
α)十 分(ロ)や や不十分
勤務中にひどく危険を感ずることがありますか。
ω 全 くな い(ロ)た ま に
監督はきび しいですか。
α)きび しくない(ロ)や やきび しい
この辺は住み易いところだと思いますか。
α)住 み 易 い(ロ)特 に感 じない
あなたは家庭を大事にするほ うですか。
ω 非常に大事にする(ロ)大 体大事にする
あなたの仕事は有益な価値のあるものと思いますか。
㈲ そ う思 う(ロ)わ からない
あなたの収入で食物は十分買えますか。
α)十 分(ロ)や や不十分
㈹ よ く行 く(ロ)た ま に
あなたの職場は組合に対 して熱心ですか。
㈲ 非常に熱心(ロ)中 く らい
あなたは仲間に負けたくない気持があ りますか。
α)強 い(ロ)多 少 あ る
今の勤め先に一生いてもよいと思いますか。
α)一 生 ㈲ 当 分
α)よ く出 す ㈲ 多 少 出 す
ω 十 分 ㈲ やや不十分
他の地方に移 りたいと思うことがあります。
ω 全 くな い(ロ)た ま に
＼
の 全 く不十分
ρ9た び た び
の 非常にきびしい
の 住みに くい
の あまり大事に しない
c9思 わ な い
の 全 く不十分
的 全 く行かない
の 熱心でない
㊨ な い
の 今す ぐ移 りたい
の 出 さ な い
の 全 く不十分
の ,よ くあ る
小樽 市に おけ る勤労者生活意見調 査(馬 場)-143・ 一一
(31)家庭 は休息 や他の社会活動 のため の 準備 をす る ところであ る とい う意見 に賛成 で
すか。
α)反 対(ロ)ど ち らともいえ ない の 賛 成
(32)作業 中ひ ど く疲 労 を感 ず るこ とが あ りますか。
α)ほ とん どな い(ロ)と き ど き の た び た び
(33)貯蓄 は無理 な くや ってい ますか。
α)無 理 な く(ロ)多 少無理 して の 非常 に無理 して
(34)あなたは同僚 の一人 が上 役 に叱 られ てい るのをみ て弁 護す るこ とが あ りますか。
α)よ く あ る(ロ)た ま に の 全 く な い
(35)困った ことが お きた とき,組 合役員,幹 部に相談す るこ とが あ りますか。
ω よ く あ る(ロ)た ま に の 全 く な い
(36)社会的 に もっ と偉 くな りたい とい う気持 が あ りますか。
α)大 いに あ る(ロ)多 少 あ る の な い
(37)あなたは勤め先 の発 展状況が気 にな りますか。
α)非 常 に気に な る(ロ)多 少気に な る の 気 にな らない
(38)職場 の衛 生,医 療設備 につい ては ど う思い ますか。
ω よ い(ロ)特 に感 じない の よ く な い
(39)監督 や上 役に気軽 に ものが いえ ますか。
α)い つで もいえ る(ロ)と きに よる の い え な い
(40)あなたは この地域 の文 化的,娯 楽的施設(図 書館,映 画館 な ど)に 満足 してい ま
すか。
㈹ 非常 に満足(ロ)や や 不 満 の 不 満
(41)あなた の住居 の環 境 は よいほ うですか。
α)よ い(ロ)ふ つ う の 悪 い
(42)今の仕事 を当分続 け て もよい と思い ますか。
ω 続 け た い(ロ)特 に考え ない の 止 め た い
(43)今特 に買いたい と思 ってい る ものがあ りますか。
(d)特に な し(ロ)1～2あ る の3つ 以 上
(44)勤め先 に良い仲間 がい るので楽 しい と思 うことがあ りますか。
㈹ い つ も(ロ)と き ど き の ほ とん どない
(45)あなたは組合員 と して熱心 ですか。
α)非 常 に熱心(ロ)や や 熱 心 ㊨ 熱心 では ない
(46)人を使 った り,命 じた りす ることに興 味が あ りますか。
α)か な りあ る(ロ)少 し あ る の 全 く な い
(47)あなた の勤務先 は10年後 に今 よ りさか んにな って い ると思い ますか。
α)非 常 に さか んにな る(ロ)多 少 のび る の さかんに な らない
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(48)機械工具は使いよく作られていますか。
α)使 い よい(ロ)特 に感 じない の 使いにくい
(49)あなたの職務の監督老に好意が持てますか。
α)持 て る(ロ)特 に な し の 持 て な い
(50)外国へ移住する気持があ りますか。
G)ほ とんどない(ロ)と き ど きQ9い つもある
(51)家庭内でけんかや口論があ りますか。
ω ほとんどない(ロ)と き ど き の いつもある
(52)あなたは仕事が熱心なために仲間からほめられたことがありますか。
ω よ くあ る(ロ)た ま に の 全 くな い
(53)あなたの収入は我国の同じ年代の勤労者の中で どのくらいのところにあると思い
ますか。
ω 平均より高い(ロ)平 均わからない の 平均より低い
(54)あなたの職場で特に皆から信頼されたり,尊敬された りしている人がいますか。
ω い る(ロ)わ か らない の い な い
(55)組合の幹部になってもよいと思いますか。
α)よ い(ロ)少 しは気がある の 全 くな い
(56)昇進は公正におこなわれていると考えますか。
ω 不 公 正(ロ)わ からない の 公 正
(57)自分の勤め先の悪口をいわれたときは,どんな気持がしますか。
ω 非常にいやな(ロ)多 少いやな の いやでない
(58)休憩室 ・更衣室などの職場の設備に不満がありますか。
α)不 満 な し(ロ)多 少 あ る の 非常にある
(59)あなたの監督者の指揮 ・統率は上手ですか。
α)上 手(ロ)特 に感 じない の 下 手
(60)この地域の発展に関心があ りますか。
α)あ る(ロ)少 し あ る の 全 くな い
(61)勤務先での心配事など家庭に話 しますか。
α)いつも話す(ロ)と き ど き の ほとんど話さない
(62)あなたの職場で仕事に熱中している人を見るとどう感 じますか。
ω えらいと思う(ロ)特 に感 じない ㊨ 反感を持つ
(63)あなたの職は保証され収入は安定 していますか。
ω 安 定 ㈲ や や 安 定 ㈲ 不 安 定
(64)同僚で気の合った人がいますか。
e)3人 以 上(ロ)2～1人 の な い
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(65)組合はふだ んは経 営者に協力 的だ と思い ます か。
α)非 常に協 力的@多 少協力的 ㊨ 協 力的 でない
(66)いつ まで も今 の地 位にい て よい と思い ますか。
α)今 す ぐ昇進 を 同 しば ら くの間 よい の よ い
(67)勤め先 の良 い評判を 聞いて,嬉 しい と感 じます か。
α)非 常 に嬉 しい ㈲ やや嬉 しい の 嬉 し くない
く68)あなたの職場 は冬寒 くて困 る ことはあ りませんか。
ω ほ とん どない(ロ)と き どき困 る ㊨ 冬はいつ で も困 る
(69)あなた の直接 の上 役をひ ど くに くらし く思 うことが あ りませ んか。
α)ほ とん どない(ロ)と き ど き の い つ で も
(70)この土 地 の悪 口をいわれ た ときにいや な気 が しますか。
ω 非常に いやな(ロ)多 少 いや な の 特 に感 じない
(71)家庭生活に 満足 してい ますか。
α)満 足 ㈲ 特 に感 じない の 不 満
(72)あなた の職場 では,仕 事に あ ま り熱心 だ と仲間 か ら非難 され た りか らかわれ た り
す ると思い ます か。
α)そ う思わ ない(ロ)わ か らない の ぞ ち 思 う
(73)あなた の勤 め先 の給与 は この辺では高 いほ うです か。
α)高 い(ロ)ふ つ う ㊨ 低 い
(74)同僚 と うま く行 かぬ ことが あ りますか。
α)全 く な い(ロ)た まに あ る?9よ く あ る
(75)組合は あなた方 のために うま くや って くれ てい ると思い ます か。
ω 非常に うまい(ロ)多 少役立つ ㊨ あ ま り役立 たない
(76)あなたは同僚 と くらべ て もっと難か しい仕事 がで きる と思い ますか。
ω で き る(ロ)わ か らない の で き な い
く77)自分 の勤め先 を誇 りと思 ってい ますか。
α)誇 りに 思 う(ロ)少 し誇 りに思 う の 誇 りに は思わない
(78)休憩時間 は非 常に少 ない と思い ますか。
α)少 な くはない(ロ)や や少 ない の 非常に 少ない
(79)今の監督者 の下 で働 らいて働 きがいが あ ると思い ますか。
α)あ る(ロ)わ か らない ㊨ な い
(80)あなた の住 ん でい る地域 は,交 通 ・通信 ・水道 ・ガスな どの 公共施設 は よ くとと
のってい ます か。
α)非 常 に よい(ロ)多 少 不 足 の よ く な い
く81)住居 の近所 の人 と うま くや ってい ます か。
α)か な りうま く(P)や や うま くいかな い ρ9う ま くいかない
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(82)いつも職務に集中できますか。'
α)で き る ㈲ ときどきできない ㊨ ほとんどできない
(83)今の収入で生活は苦しいと思いますか。
α)苦 しくない ㈲ やや苦 しい の 非常に苦 しい
(84)あなたの職場の人達は良い人達ばかりだと思いますか。
α)皆良い人達(ロ)わ からない の そ うばか りでない
(85)組合の集会に参加しますか。
6)い つ も(V)と き ど き?9ほ とん どしない
(86)将来,経営者,管理職幹部になる意志がありますか。
α)非常にある(ロ)多 少 あ る の な い
(87)経営者のあなた方に対するやり方は今のままでよいと思いますか。
α)よ い(ロ)わ からない の よ くな い
(88)仕事の器具,機 械設備はととのっていますか。
α)非常によい(ロ)多 少 不 足 の ととのっていない
(89)心配事がある時に上役に相談することがありますか。
㈲ よ くあ る(ロ)た ま に ㈲ 全 く な い
(90)この辺の人達は親切で人情が厚いと思いますか。
α)そ うG思う@特 に感 じない?9思 わ な い
(91)家族といっしょに旅行や娯楽(映 画など)にでるこでることがあ りますか。
α)よ くあ る(ロ)た ま に の 全 くな い
(92)仕事の能率をあげるために何か考えた り思いついた りしたことがありますか。
ω よ くあ る(司 た ま に の 全 くな い
(93)賃金制度,賃 金決定の方法について不満がありますか。
α)な い(ロ)多 少 あ る の 非常にある
(94)休憩時間には皆と話した り遊んだ りしますか。
e)い つ も(ロ)と き ど きQ9ほ とんどない
(95)あなたは組合の指示にいつも従いますか。
α)い つ で も(ロ)時 に よ る の いつも従わない
(96)昇進ができなければ,昇 進のできる他の職に移った方がよいと思いますか。
㈲ 移 る(ロ)わ からない の 移 らな い
(97)あなたは自分の勤め先をもっと立派なものにしようと思いますか。
α)非 常 に ㈲ 多 少 、 の 思 わ な い
(98)あなたの職場は暑 くて困ることはあ りませんか。
α)困 らな い ㈲ 夏 は 困 る の いつでも困る
(99)あなたの直接の上役は尊敬できますか。
㈹ で き る ㈲ 特に感 じない の で き な い
(100)地域社会のためになることをしようと考えたことがあ りますか。
ω よ くあ る ㈲ た ま に の 全 くな し
、
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勤労者生活意見票回答用紙
次の文を必ずお読み下さい。
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この調査は働いている方々の日頃思っておられることを できるだけよく知り,勤労者
の要望と生活の中での問題を明らかにしようとす るものです。 日常の生活の中で自分の
感 じたり考えた りおこなったりしていることを よく思い出して正確に記入して下 さい。
まずあなたの年令その他をそれぞれの口の中に書き,か つこの中にはあなたのあては
まるものに○をつけて下 さい。
あなたの年令ll才(男 ・女)
住 居(ア パ ー ト,間借 り,寮,社 宅,官 公舎,借 家,自 宅)
住居 の場所(住 宅街,商 店街,工 場地帯,農 業地 帯,漁 業地 帯,林 業地 帯,
そ の他)
所 劇
職
1
名1
1工 場
1課
i
月 収1
?
?
では別紙の調査票をよく読まれて,次 の回答 らんに○で答を記入して下さい。 番号は質
問の番号,イ ロハは答の記号を示 しています。
回 答 欄
1
イ ロ ハ
2
イ ロ ハ
3
イ ロ ハ
4
イ ロハ
5
イ ロ ハ
6
イ ロ ハ
7
イ ロ ハ
8
イ ロハ
9
イ ロハ
10・
イ ロ ハ
11
イ ロ ハ
12
イ ロ ハ
13
イ ロ ハ
14
イ ロ ハ
1516
イ ロ ハ イ ロ ハ
17
イ ロ ハ
18
イ ロ ハ
19
イ ロ ハ
20
イ ロ ハ
21
イ ロ ハ
22
イ ロ ハ
23
イ ロ ハ
24
イ ロ ハ
25
イ ロ ハ
26
イ ロ ハ
27
イ ロ ハ
28
イ ロ ハ
29
イ ロ ハ
30
イ ロ ハ
3132
イ ロ ハ イ ロ ハ
33
イ ロ ハ
34
イ ロ ハ
35
イ ロ ハ
36
イ ロ ♪・
37
イ ロ ハ
38
イ ロ ハ
39
イ ロ ハ
40
イ ロハ
41
イ ロ ハ
42
イ ロ ハ
43
イ ロ ハ
44
イ ロ ハ
45
イ ロ ハ
46
イ ロ ハ
47
イ ロ ハ
48
イ ロ ハ
49
イ ロハ
50
イ ロ ハ
51
イ ロ ハ
52
イ ロ ハ
53
イ ロ ハ
54
イ 冒 ハ
55
イ ロ ハ
56
イ ロ ハ
57
イ ロ ハ
58
イ ロ ハ
59
イ ロ ハ
60
イ ロ ハ
61
イ ロ ハ
62
イ ロ ハ
63
イ ロハ
64165
イ ・ ハ1イ ・ハ
66
イ ロ ハ
67
イ ロ ハ
68
イ ロ ハ
69
イ ロハ
70
イ ロ ハ
71
イ ロ ハ
72
イ ロ ハ
73
イ ロ ハ
74
イ ロ ハ
75
イ ロハ
76
イ ロハ
77
イ ロ ハ
78
イ ロ ハ
79
イ ロ ハ
80
イ ロ ハ
81
イ ロ ハ
82
イ ロ ハ
83
イ ロ ハ
84
イ ロ ハ
85
イ ロ ハ
86
イ ロ ハ
87
イ ロ ハ
88
イ ロ ハ
89
イ ロ ハ
90
イ ロハ
91
イ ロ ハ
92
イ ロ ハ
93
イ ロ ハ
94
イ ロ ハ
95
イ ロ ハ
96
イ ロ ハ
97
イ ロ ハ
98
イ ロ ハ
99
イ ロ ハ
100
イ ロ ハ
1
